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実施内容及び成果

１．研究開発成果の統合

・廃棄物ストリームに関して、複数の選択肢を持つストリームを絞り込む手法を構築し、事例検討から手法を適用する上での課題を抽出した。
・OECD/NEAが設置した専門家グループによる検討会に参画し、報告書（ 28年12月に公開済み）の取りまとめに貢献した。また、報告書内容に

関するワークショップに参加した。

２．性状把握
・瓦礫、水処理二次廃棄物、汚染水等をサイト外施設に輸送し、放射能分析を実施した。１号機原子炉建屋(RB)の瓦礫（コンクリート）は、こ

れまで得られた瓦礫の分析データと整合する結果であった（図１）。

（３）固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発
（平成２９年２月末時点における進捗状況）

・事故により発生した固体廃棄物を安全に処理・処分するために、主要な廃棄物の一連の保管管理方策の検討と廃棄物ストリームの更新、
廃棄物の分析とそれに基づくインベントリ評価などによる性状把握、処理に関する基礎試験、水処理二次廃棄物の長期保管方策の検討、
国内外の処分概念や安全評価手法の整理などを実施した。

課題及び今後の方向性

・処理、処分の検討結果をフィードバックさせ、分析計画を更新する。
ストリームを基盤として、統合的に研究の進捗や成果の整合を図る。

図2  模擬廃棄物の各種固化体

・解析的にインベントリを推定する評価手法について、評価の不確
実性を低減する方法検討すると共に、検討後（改良後）の手法を
用いたインベントリデータセットを求め、安全評価に提供した。

３．廃棄物の処理に関する検討及び長期保管方策の検討

・多核種除去設備スラリー安定化のため、現場導入に向けた運用面
の検討や確認試験結果を踏まえて、装置概念の検討を実施した。

・固化処理実績のない汚染水処理二次廃棄物に対する既存の技術に
よる固化基礎試験（図２）を実施し、固化の可否、固化物の健全
性確認データの取得した。また、これらのデータを技術評価のた
めの要件と照らし合わせ、各々の廃棄物について適用可能な候補
技術を評価した。

・セシウム吸着塔の発熱に伴う残水蒸発挙動の加速試験や塩分濃縮
挙動評価を実施し、塩分濃縮挙動評価の検証方法を提示した。

４．廃棄物の処分に関する検討

・海外処分概念の事例調査等の処分概念構築に向けた情報を整備し、
既存の処分概念の特徴をまとめた。

・不確実性を考慮した処分区分を評価するための安全評価手法を整
備した。

図１瓦礫中の90Sr/137Cs比

セメント固化体 ガラス固化体

圧縮固化体 焼結固化体
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（４）使用済燃料プールから取り出した燃料集合体の長期健全性評価
（平成２９年２月末時点における進捗状況）

共用プール内の燃料集合体外観観察で確認された白色堆積物の分析等を行うため、燃料部材を輸送し、白色堆積物の成分分析、電気化学試験を実施し、
保管による腐食の可能性はほぼないことを確認した。また、乾式保管時の燃料健全性評価では、試験により瓦礫落下や海水成分等が被覆管材料内の
水素化物析出挙動やクリープ挙動に及ぼす影響を評価し、影響の少ないことを確認した。

実施内容及び成果

１．燃料集合体の長期健全性評価技術開発

(1)燃料集合体表面の堆積物の評価

共用プールに保管中の福島第一原子力発電所（１Ｆ）４号機燃

料集合体の部材（ロックナット）を照射後試験施設に輸送し、

白色堆積物の成分分析、腐食すきま再不動態化電位測定を実施

した。白色堆積物の構成成分としてMgが最も多く、Al、Siが

その半分程度であり、Clは検出限界以下であった。Mg(OH)2が

析出し、Clも捕捉されていないため腐食の可能性はないと考え

られる（図1）。電気化学試験では、塩化物イオン濃度が

100ppmよりも低い領域ではすきま腐食感受性がない結果と

なり、共用プールでの腐食の可能性は、ほぼないことを確認

した（図2）。

(2)乾式保管時の燃料健全性評価

１Ｆの使用済燃料プールから取出した燃料集合体の乾式貯蔵

を想定し、瓦礫落下や海水成分等の影響が重畳した燃料集合体

の乾式保管時の健全性について、水素化物析出挙動確認試験、

クリープ試験を実施し、１Ｆ特有因子が材料特性に及ぼす影響

を評価した。瓦礫損傷、海水付着等の重畳状態においても、

水素化物析出挙動、クリープ挙動に及ぼす影響は小さいことを

確認した。（図３、図４）

２．長期健全性に係る基礎試験

燃料部材すきま構造部への海水成分の移行挙動評価試験を 行

い､すきま構造部で海水成分が濃縮することはなく､すきま外の

塩分濃度に従って変化することがわかった （平成27年度 完

了済）。

課題及び今後の方向性
燃料集合体の長期健全性評価の観点からは、1F特有履歴の影響が湿式保管、乾式

保管に及ぼす影響は小さいと評価された。3号機の使用済燃料取出しの際に、新たな
課題が抽出された場合、新たな健全性評価の要否を検討する必要がある。

O Mg Al

Si Cl Ca

１Ｆ4号機
ロックナット

図２ ロックナットの腐食すきま再不動態化電位測定結果図１ １F４号機ロックナット白色体積部の成分分析結果例

図３ 水素化物析出挙動確認試験結果の例
（照射試験片,300℃,冷却速度0.04℃/h,
周方向応力70MPa,損傷付与,海水付着,瓦礫固着）

図４ クリープ速度試験結果の例
（照射試験片,360℃,周方向応力170MPa,
損傷付与,海水付着,5000ｈ）
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360℃, 170MPa, 照射燃料被覆管

本試験(1F長期健全性H27-28), 照射9×9, 比較

本試験(1F長期健全性H27-28), 照射9×9, 傷+海水

本試験(1F長期健全性H27-28), 照射高燃焼度8×8, 比較

本試験(1F長期健全性H27-28), 照射高燃焼度8×8, 傷+海水

JNESH15, 照射高燃焼度8×8, No.64
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